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シロク ジ ャクの 日長処理 による作期拡大
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1  は  し め  に

シロクジャクには自然状態での開花が10月 上～中旬の在

来種と9月 中～下旬の早生種がある。植松2)は両種とも花

茎は長日条件で抽台し,花芽分化は短日条件で促進され ,

限界日長は在来種が14時間30分 ,早生種は15時間であると

報告している。筆者等は両種を供試し,作期の拡大を目的

に露地シェード栽培と無加温パイプハウス利用の電照抑制

栽培について検討した。

2試 験 方 法

〔試験 1〕  露地シェード栽培のシェード時期と開花
在来種を供試し,昭和60年 5月 11日 に挿し芽した苗を 5

月27日 に3本寄せて畦幅90",株間15ぃの1条植えとし,7

月2日 ,11日 ,23日 , 8月 3日 から20日間シェード処理し

た。日長は8:00a m～ 5:0い mの 9時間とし,他は厚
さ01凛πのシルバーポリで被覆した。

〔試験 2) 露地シェード栽培のシェード期間と開花
早生種と在来種を供試し,昭和61年の6月 20日 ,7月 5

日, 7月 20日 からそれぞれ20日及び30日 間シェード処理し

た。供試株は挿し芽苗を 6号ポリ鉢に 1本植えとし,処理

開始50日前に摘心して 5本仕立てとした。

〔試験 3〕  無加温パイプハウス利用電照抑制栽培の電
照打切時期と開花

早生種と在来種を供試し,昭和63年 5月 31日 に挿し芽苗

を定植した。 7月 20日 , 8月 1日 ,10日 に台刈り (10節残

して摘心)し , 7月 20日及び8月 1日 台刈り区は8月 5日

から, 8月 10日 台刈り区は8月 10日から電照して,それぞ

れ台刈り50日後の 9月 11日 ,21日 ,10月 1日 に打切った。

電照は植物体上 lπの高さに100W自熱灯を10″に 1灯設

置し,10100p m～ 2:00a mに照射して暗期中断処理を

行った。

3 試験結果及び考察

に)露地シェード栽培のシェード時期と開花
7月 2日処理開始区は41日後の8月 12日 に各側枝の頂花

が開花を始めたが,ま もなく側枝の伸長が起こった。 7月

11日処理開始区は40日後,7月 23日 開始区は42日後,8月
3日 開始区lt38日後の8月 20日～9月 10日に揃って開花じ

注 平均採花日 :50%採花日
到花日数 :シ ェード開始後平均採花日までの日数

た。切花品質は7月 20日処理開始区を除き,いずれも切花

長100m以上で,二次的な側枝の伸長はみられなかった。

在来種を用いて8月 下旬～9月上旬に採花する場合は,採

花予定の40日前から20日間のシェード処理を行えばよいと

考えられる。

(2)露地シェード栽培のシェード期間と開花

早生種は,6月 20日処理開始で20日間,30日 間処理区と

もに47日後の8月 6日 ,7月 5日開始で86日後の8月 10日 ,

7月 20日 開始で33～35日後の8月 22～24日 に揃って開花し

た。20日処理でも二次的な側枝の伸長は見られず処理期間

による差は認められなかった。

在来種は同様に6月 20日処理開始で45～ 46日後の8月 4

～5日 , 7月 5日 開始で38日後の8月 12日 , 7月 20日 FT5始

表 2 露地シェード栽培のシェード期間と開花 (昭和61年 )

品種
シェー ド
開始時期
(月 日)

シュー ド
日  数
(日 )

平 均
採花日
(月 日)

到花日数

(日 )

切花長

(御 )

早生

6 20

7  5

7 20

8  6

8  6

8 10

8 10

8 22

8 24

47

47

36

36

30

35

83 8

87 4

90 5

'3 5
91 0

89 5

在来

6 20

7  5

7 20

8  5

8  4

8 12

8 12

8 26

8 26

46

45

38

38

909
88 7

99 5

100 4

92 6

93 3

表 1 露地シェード栽培のシェード時期と開花 (昭和60年 )

切 花 長
シェー ド
開始時の
側 枝 長
(銅 )
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で37日後の8月 26日 に開花し,いずれも二次的な側校の伸

長はみられず,処理期間による差はなかった。

水越・柴田1)は早生種は在来種に比べて5日程度到花日

数が短いと報告しており,本試験において7月 5日及び20

日処理区で 2～ 3日短くなったのみで差がイヽさかったのは,

鉢植えで在来種の生長が抑制された結果と考えられる。更

に到花日数が全体的に試験 1に比べて短く,6月 20日 ある
いは7月 5日 から20日間の処理で開花したのも栄養生長が

抑制された結果と考えられる。

6)無加温パイプハウス利用電照抑制栽培の電照打切時
期と開花

早生種は,9月 11日 打切りで40日後の10月 21日 , 9月 21
日打切りで51日後の11月 11日 ,10月 1日 打切りでは66日後

の12月 6日 を中心に開花し,電照打切時期が遅れるほど到
花日数が長くなった。在来種は9月 11日打切りで47日後の

10月 28日 ,9月 21日打切りで56日後の11月 16日 ,10月 1日

打切りでは66日後の12月 6日 に開花し,早生種に比べて 9

月11日打切りで7日 ,21日打切りでは5日到花日数が長かっ

た。

表 3 電照栽培の電照打切時期と採花 (昭和63年 )

早生種の60の以上の採花本数は9月 11日打切りで株当り

82本 , 9月 21日 打切りで91本であったが,lo月 1日 打
切りでは短い側枝が多く,51本であった。在来種の採花
本数は9月 11日及び21日打切りで早生種に比べて,2本程
度少なかった。

以上の結果 9月 10日前後打切りでは10月中旬,9月 20日
前後打切りでは11月 中旬,10月 上旬打切りでは12月上旬に

採花できるが,10月 上旬打切りでは開花まで66日 と長期間

を要し,加温する必要があると思われる。また,低温 ,短

日となる時期であり側枝の伸びが悪いため,台刈りは電照

打切りの60日以上前に行い,日長が14時間以下となる。 8

月上旬から電照すればよいと考えられる。

4 ま  と  め

在来種は6月下旬～7月上旬シェード開始で30日 間,7
月中旬～8月 上旬開始では20日 間処理で8月 上旬～ 9月 上

旬に開花する。早生種も短日処理に対して在来種と同様の

反応を示すうえ,在来種に比べて到花日数が短い。

電照抑制栽培は, 9月 中旬～下旬電照打切りで10月 中旬

～11月 中旬に開花する。

露地シェード栽培で8月上旬～9月上旬に採花でき,自

然状態で早生種を 9月 中～下旬,在来種を10月上～中旬に

採花した後は簡易施設利用の電照抑制栽培でH月 中旬まで

採花できる。
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品種割枷＜月．日＞
打切り時
の側枝長
(m)

平 均
採花日
(月 日)
琥噌０
締級の
切花長

(m)

早生

911
921
10 1

77 5

77 0

70 0

10 21

11 11

12 6

40

51

66

82
91
51

80 4

823
72 5

在来

911
921
10 1

77 8

82 8

718

10 28

1116
12 6

47

56

66

66
73
54

80 8

89 0

78 9

注 打切り時の側枝長 :株内の最長側枝長
到花日数 :電照打切り後平均採花日までの日数
採花本数 :切花長60伽以上の本数

-304-


